
 
横浜市都心臨海部再生マスタープラン（仮称）の検討状況について 

 
１ 策定の趣旨 

 人口減少・超高齢社会の到来、地球温暖化や災害に強いまちづくりへの対応など、本

市を取り巻く状況が大きく変化している中で、本市の更なる成長・発展を図っていくた

めには、都心部の機能強化が必要不可欠です。 
 このため、従来の横浜都心部である横浜駅周辺地区、みなとみらい２１地区、関内・

関外地区に、新たに東神奈川臨海部周辺地区、山下ふ頭周辺地区の２地区を加えた都心

臨海部のマスタープランを策定します。 
 
２ 横浜市都心臨海部再生マスタープラン審議会 

プランを策定するにあたり、学識経験者等から幅広い分野についてご意見をいただき

ながらプランを取りまとめるため、「横浜市都心臨海部再生マスタープラン審議会」を

設置し、３月２７日に第１回審議会、４月 18日に視察会を開催しました。 

 

（１）第１回横浜市都心臨海部再生マスタープラン審議会（３月 27日）の概要 

  ①検討資料の内容（別添資料参照） 

   ・都心臨海部再生マスタープランの策定の趣旨 

   ・都心臨海部再生マスタープランの位置づけと各地区のこれまでのまちづくり 

   ・都心臨海部の現状 

   ・都心臨海部強化に向けた考え方 

  ②審議会における主なご意見 

主に次のような点を重視し検討をするべきとのご意見をいただきました。 

   ・商業・業務、居住、観光のバランスをどのようにとるか、相乗効果をどうするか 

・2050年のライフスタイル、価値観をどう考え意識するか 

・各地区の特色をどう打ち出し、どう一体化するか 

・横浜独自の気風、これまでの歴史や精神をどう生かすか 

  

（２）視察会（４月 18日）の概要 

 船上から都心臨海部を視察後、山下ふ頭、関内・関外地区、みなとみらい２１地区、

東神奈川臨海部周辺地区をバスで視察しました。 

 
（３）今後の進め方 

 平成 26 年４月 25 日 第２回審議会 
 平成 26 年５月～12 月 審議会を複数回開催、市民意見募集の実施（夏頃） 
 平成 26 年度内 横浜市都心臨海部再生マスタープラン策定  

平成 26年４月 24日 
建築・都市整備・道路委員会資料 

都市整備局 

資料２ 



【参考】委員名簿（平成 26年４月１日現在） 

（五十音順・敬称略） 

氏名 現職等 

新井
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 鷗子
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 このみ 千葉大学大学院 園芸学研究科 教授 
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 修司
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 横浜商工会議所 都市政策委員会 委員長 

齋藤
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 貢一
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 一般社団法人 横浜青年会議所 理事長 

佐々木
さ さ き

 葉
よう

 早稲田大学 創造理工学部社会環境工学科 教授 

○ 佐土原
さ ど は ら

 聡
さとる

 横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院 教授 

鈴木
す ず き

 伸
のぶ

治
はる

 横浜市立大学 国際総合科学部 教授 

中村
なかむら

 文彦
ふみひこ

 横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院 研究院長 

藤野
ふ じ の

 次
つぐ

雄
お

 横浜市立大学 国際総合科学部 客員教授 

◎ 森地
も り ち

 茂
しげる

 政策研究大学院大学 教授 

矢ケ崎
や が さ き

 紀子
の り こ

 東洋大学 国際地域学部国際観光学科 准教授 

山下
やました

 真
まさ

輝
き

 
株式会社ジェイティビー旅行事業本部観光戦略室 

観光立国推進担当マネージャー 

湯浅
ゆ あ さ

 真奈美
ま な み

 ブリティッシュ・カウンシル アーツ部長 

 （◎：会長、○会長職務代理者） 
 
 

【参考】対象エリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

横浜駅周辺地区 

みなとみらい２１地区 東神奈川臨海部周辺地区 

関内・関外地区 

山下ふ頭周辺地区 

 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                       都心臨海部再生マスタープラン（仮称） 検討資料

 

１.  都心臨海部再生マスタープラン（仮称）の策定の趣旨 

２.  都心臨海部再生マスタープラン（仮称）の位置づけと各地区のこれまでのまちづくり 

３.  都心臨海部の現状 

４. 都心臨海部強化に向けた考え方 
 

４－１ 「都心臨海部の魅力増幅」 

４－２ 「機能連携を強化する回遊性づくり」 

４－３ 「世界に誇れる次世代の環境づくり」 

４－４ 「都心の活動を支える安全・安心づくり」 

４－５ 「市民参加による持続的な価値とコミュニティづくり」

＜目次＞ 

資 料 ５

※ 第１回審議会資料はこの枠内の部分です。

戸塚再開発
テキストボックス
別添資料
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【計画の範囲】 

○ 横浜駅周辺地区、みなとみらい２１地区、関内・関外地区、⼭下ふ頭周

辺地区、東神奈川臨海部周辺地区の５地区を範囲とします。 
 

 考え⽅  

将来の社会状況の変化に対応し、国内外から選ばれる都市ヨコハマをつくるうえで、

都⼼臨海部の重要性は更に⾼まります。そのため、従来の横浜都⼼に隣接し、かつ、

横浜最⼤の資源である「港」に⾯しているなど、都⼼に必要な新たな機能や施設の受

け⽫となるポテンシャルを有する東神奈川臨海部周辺地区と⼭下ふ頭周辺地区の２地

区を新たに加えます。 

 １. 都心臨海部再生マスタープラン（仮称）の策定の趣旨                                                  

【都⼼臨海部を取り巻く社会状況の変化】 【なぜ今、都⼼臨海部再⽣マスタープラン（仮称）が必要なのか】 

安政６年（1859 年）の開港以来、都⼼臨海部は横浜の中⼼地として発展してきました。昭和 40 年（1965 年）

には、横浜の⾻格を築く「横浜の都市づくり将来計画の構想（6 ⼤事業）」を発表し、都⼼部強化事業として、みな

とみらい 21 地区の造成に着⼿し、現在の横浜都⼼部が形成してきました。 

今⽇では、「横浜の都市づくり将来計画の構想」発表より約 50 年が経過し、以下のような社会状況の変化が想定

されており、横浜のまちづくりとしての対応が求められています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、平成 22 年（2010 年）には、横浜市インナーハーバー検討委員会から、都⼼臨海部・インナーハーバー

におけるまちづくりの⽅向性が提⾔されました。 

将来の社会状況の変化に対応し、将来にわたり輝き続け、魅⼒にあふれた”世界都市”の顔としての都⼼臨海部を

形成します。そのため、中⻑期を⾒据えた都⼼臨海部再⽣マスタープランを策定します。マスタープランには、横

浜市⺠をはじめ、事業者、⾏政、NPO など、まちづくりに関わる多様な関係者・団体の共通指針となる、⽬指すべ

き将来像や、その実現に向けた戦略・地区別の⽅向性を描き、より⼀層魅⼒あるまちづくりを推進します。 

○ ⼈⼝減少・超⾼齢社会の到来による都市の活⼒低下 

○ 2020 年東京オリンピック・パラリンピックの開催決定による、東京への⼀極集中の更なる進⾏ 

○ ⽻⽥空港国際化に伴う都市間競争の激化 

○ リニア中央新幹線をはじめとする広域交通インフラの整備 

○ 地球規模で進⾏する気候変動への対応 

○ 市⺠の価値観やライフスタイルの更なる多様化     など 

【⽬標年次】 

2050 年（※第⼀段階の⽬標年次は 2025 年とします。） 

 ※ 瑞穂ふ頭については、都⼼臨海部に隣接し広⼤な⾯積を有しますが、返還合意されていないことから、
返還後の活⽤について、参考に記述します。 
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都⼼臨海部再⽣マスタープラン（仮称）は、各地区で取り組まれてきたこれまでのまちづくりを前提としながら、平成 22 年 3 ⽉に

提⾔された「都⼼臨海部・インナーハーバー整備構想」を受けると共に、近年における国家戦略プロジェクトや、現在策定中の計画等

を踏まえ、都⼼臨海部における市の将来構想として策定するものです。 

 

 

■ 都心臨海部再生マスタープラン（仮称）の位置づけ                        ■ 各地区のこれまでのまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

  

⼭下ふ頭周辺地区 
 昭和２８年に着⼯、昭和３８年に完成したふ頭
で、主に東南アジア・中近東への輸出品を扱う港湾
としての⼟地利⽤をしています。平成 26 年改訂予
定の港湾計画では、都⼼機能の強化に向けた再開発
の⽅向性が⽰されています。 

みなとみらい 21 地区 
 横浜の 2 つの都⼼部（関内・伊勢佐⽊町地区・横
浜駅周辺地区）を⼀体化し、横浜の⾃⽴性の強化等
を⽬的に整備された新しい街。業務・商業機能の他、
中核的 MICE 拠点であるパシフィコ横浜があり、観
光地としても⼈気が⾼く、国内外から多くの⼈々が
訪れています。

関内・関外地区 
 開港以来の歴史を持つ市街地ですが、近年は業
務・商業機能が相対的に低下しつつあります。その
ため、平成 22 年に「関内・関外地区活性化推進計
画」を策定し、地区の課題解決に向けた 12 の戦略
に基づくまちづくりが進められています。 

東神奈川臨海部周辺地区 
 平成 13 年に「京浜臨海部地域 都市・居住環境
整備基本計画」が策定され、翌年には京浜臨海地域
の再⽣を先導する地区として指定されました。平成
16 年には「東神奈川臨海部周辺地区再編整備計画」
を策定し、現在は、駅周辺の再開発や⾯的整備の検
討が進められています。 

横浜駅周辺地区 
 鉄道６社８路線が乗り⼊れ、１⽇約 200 万⼈の
乗降客数を数える⽇本有数のターミナル駅である
横浜駅を中⼼とする地区。現在は、駅周辺建物等の
⽼朽化が進⾏しており、平成 21 年に策定された「エ
キサイトよこはま 22」に基づき、国際都市の⽞関
⼝にふさわしいまちづくりを進めています。 

 

都⼼臨海部再⽣マスタープラン（仮称） 

 ２. 都心臨海部再生マスタープラン（仮称）の位置づけと各地区のこれまでのまちづくり                                   

上位計画や既定計画、構想等 
 

 横浜市都市計画マスタープラン（全体構想）（H25.3 改定） 

 エキサイトよこはま 22（H21.12 策定） 

 みなとみらい 21 街づくり基本協定（H21.4 改定） 

 関内・関外地区活性化推進計画（H22.3 策定） 

 東神奈川臨海部周辺地区再編整備計画（H16.3 策定） 

 「都⼼臨海部・インナーハーバー整備構想」提⾔書（平成 22 年 3 ⽉） 

 「ナショナルアートパーク構想」提⾔書（平成 18 年 1 ⽉）   など    

現在策定中の計画 

 横浜市みなとみらい 21 地区スマートなま

ちづくり（審議会 H25〜） 

 港湾計画（⼭下ふ頭ほか）（H26 改訂予定）

 （⼭下ふ頭再開発のマスタープラン（Ｈ26

年度策定予定）） 

 新市庁舎整備基本計画（H25 年度末策定予

定） 

国家戦略プロジェクト 

 環境未来都市（H23.12） 

 国際戦略総合特区（H23.12） 

 特定都市再⽣緊急整備地域（H24.1） 

 グローバル MICE 戦略都市（H25.6） 

 国家戦略特区（提案中） 

横浜市基本構想（⻑期ビジョン）（H18.3 策定） 

※出典２

※出典１
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■ 世界からみた横浜 

 

 

 

 

  

森記念財団の世界都市総合⼒ランキング（Global Power City Index YEARBOOK 

2012）※では、世界を代表する主要な 40 都市と⽐較する中で、横浜の都市総合⼒

は世界第 32 位（Taipei）相当と位置づけられています。 

分野別評価では、世界を代表する主要な 40 都市と⽐較して、『居住』『環境』分

野の評価が⾼く、⼀⽅で『経済』『⽂化・交流』分野は⼗分な評価は得られていない

状況にあります。 

 

シドニー 
【ランキング 15 位】 

ｵﾍﾟﾗﾊｳｽに代表されるｳｫｰﾀｰﾌﾛﾝﾄの開発に
より、世界で最も美しい都市の⼀つとさ
れており、多くの⼈々が訪れています。 

経済・物流・⼈材が交流するハブとして、アジアの国際ビジネ
ス・交流の中⼼的な拠点の⼀つとされています。マーケティン
グ戦略として、同国の主要産業分野の重点化を図ると共に、IR
（統合型リゾート）の導⼊や、国際会議や展⽰会等のビジネス
イベントの誘致・開催（MICE）を積極的に進めています。 

 ３. 都心臨海部の現状                                                                  

ニューヨーク【ランキング 2 位、経済分野で 2 位】 シンガポール【ランキング５位、⽂化・交流分野で 5 位】 

バルセロナ 
【ランキング 13 位、⽂化・交流分野で 6 位】

バンクーバー 
【ランキング 24 位、居住分野で 4 位】

アメリカ最⼤の都市で、世界最⾼⽔準の都市として知られてい
ます。その中⼼地であるマンハッタンでは、世界の⾦融センタ
ーとして、国際的なビジネスが展開されている他、商業、⽂化、
ファッション、スポーツ、エンターテイメントなどの機能が集
約化されており、世界からの脚光を浴びています。 

世界遺産が集積する創造都市として、歴
史・⽂化・芸術を活かしたまちづくりが
進められています。 

世界で最も住みやすい都市として評価が
⾼く、美しい⾃然と居住環境が共存する
都市づくりが進められています。 

＜参考＞海外の先進的なまちづくり 

以下について、取り組みを⼀層推進する必要があります。 
①国際的なビジネスへの対応 
②都⼼機能の多様化・複合化 
③地理的特性（ウォーターフロント）をいかした美しい都市景観・都市ブランドづくり 
④MICE による国際競争⼒強化の展開 
⑤⽂化・芸術等をいかした⽂化芸術創造都市としての都市再⽣ 
⑥都⼼居住や職住近接による⽣活環境整備 

文化芸術を軸としたまちづくり 

 

マリーナ・ベイ・サンズ（IR） 

ウォーターフロントに広がる住宅地 

 

○ 世界を代表する主要な都市の中で、横浜と同様に港を抱える、以下の 5 都市について、近年のまちづくりの取り組みを
調査すると、以下のような特徴をまとめることができます。

Global Power City Index YEARBOOK 2012  世界の都市総合⼒ランキング より 

シドニーの美しい景観 

中心業務地区 マンハッタンの風景（左：ミッドタウン、右タイムズスクエア） 

※ 経済、研究・開発、⽂化・交流、居住、環境、交通・アクセスの 6 分野から都市の総合⼒を⽐較した
ランキング   

※出典４

※出典６ ※出典７※出典５

※出典３ ※出典３ 
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■ 首都圏からみた横浜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 横浜市における都心臨海部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⾸都圏は、平成 24 年時点で、全国の⼈⼝の約 34.1％を占め、⽇本

の経済の⾯においても、全国の GDP（国内総⽣産）の約 37.5％のシェ

アを担うなど、我が国における最重要な圏域となっています。 

その中で横浜は、東京から中部・関⻄圏へ繋がる国⼟軸上に位置し、

また、業務核都市として、業務機能をはじめ諸機能の集積の核として重

点的に整備が進められ、我が国で東京に次ぐ第⼆の都市として発展して

います。 

⼀⽅で、平成 22 年度の国勢調査における通勤・通学者の移動状況を

⾒ると、市⺠の東京へ向かう割合が⾼く、現在も東京への⼀極集中の状

況にあります。 

また、将来的なリニア中央新幹線の整備等に伴う⼤きな都市構造の変

化についても対応が必要と想定されます。 

 

東京に向かう 47.1 万⼈
に対して、横浜市内に向
かう⼈は 9.2 万⼈とな
っている。 

【通勤・通学者の移動状況】 
（平成 22 年国勢調査従業地・通学地集計結果より作成） 

【⾸都圏における横浜市の事業所数】 

【⾸都圏における横浜市の従業員数】 

【⾸都圏における横浜市の位置づけ】 

横浜市都市計画マスタープラン全体構想（平成 25 年）より

⾸都圏整備に関する年次報告（平成 24 年度）より

 ３. 都心臨海部の現状                                                                  

⾸都圏整備に関する年次報告（平成 24 年度）より

業務核都市内の事業所数のうち、概ね 3 割弱程度を
横浜市が担っている状況 

上記同様に、業務核都市内の従業員数のうち、概
ね 3 割弱程度を横浜市が担っている状況 

都⼼臨海部は、横浜開港の地であり、現在でも数多くの市⺠や観光客

が訪れる港町横浜を象徴するエリアです。また、横浜経済の中⼼を担っ

ているエリアでもあり、⾯積は横浜市全体の約 2.2％でありながら、事

業所数は市全体の約 14.6%、従業員数は市全体の約 22.6％、年間商品

販売額は、市全体の約 30.6％を占めています。 

近年では、都⼼居住の動きが活性化してきており、⼈⼝密度について

は、横浜市全体に⽐べ、都⼼臨海部全体では約 1.4 倍の約 117 ⼈/ha

となっています。 

将来に渡り、横浜市全体の成⻑を牽引するような 

魅⼒あるまちづくりを展開する必要があります。 

【都⼼臨海部及び横浜市の統計データ】

109.0 万人

横浜市内

東京都

川崎市

神奈川県内 

（川崎市を除く）

県外 

（東京都を除く）

47.1 万人

9.2 万人

12.1 万人

20.8 万人

3.2 万人

2.0 万人

7.1 万人

10.1 万人

⾸都圏の中で、横浜の優位性や特性を⽣かした役割を果たし、 

横浜のみならず圏域全体としての発展を⽬指す必要があります。 

<統計データ範囲 都⼼臨海部＞  

 都⼼臨海部 横浜市 
都⼼臨海部が 
占める割合 

（都⼼臨海部/横浜市） 
⾯積 約 942ha 約 43,738ha 約 2.2％ 
⼈⼝＊1 約 11 万⼈ 約 370 万⼈ 約 3.0％ 
⼈⼝密度 約 117 ⼈/ha 約 85 ⼈/ha 約 1.４倍 
世帯数＊1 約７万世帯 約 170 万世帯 約 4.1％ 
外国⼈⼈⼝＊2 約 7 千⼈ 約 53 千⼈ 約 13.2％ 
事業所数＊3 約１万８千社 約１2万3千社 約 14.6％ 
従業員数＊3 約 35 万⼈ 約 155 万⼈ 約 22.6％ 
年間商品販売額＊4 約３.0 兆円 約 9.8 兆円 約 30.6％ 
＊1: 横浜市住⺠基本台帳（H25.1.31）より ＊2: 国勢調査（H22）より  
＊3：経済センサス基礎調査 （H21.7.1）より ＊4：経済産業省 商業統計調査（H19）より 

 

都心臨海部 

<都⼼臨海部の概ねの位置＞ 

統計データ範囲
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■ 都市のユーザーからみた都心臨海部 

 

 

  

横浜の経済・⽣活の中⼼地である都⼼臨海部は、横浜市⺠をはじめ、様々な都市のユーザーがおり、「働く」、「遊ぶ」、「学ぶ」、「暮らす」など、幅広い都市活動が⾏われています。 

その中で、「企業」「アーティスト・クリエーター」「観光客」「⽣活者」といった 4 つの視点から現状の都⼼臨海部を捉えると、以下のような強み・弱みがあると整理されます。 

 
都市を選ぶ際の視点・指標   

Global Power City Index YEARBOOK 2012  
世界の都市総合⼒ランキング アクター別指標を参考に項⽬を作成 

都⼼臨海部の強みと弱み 

 
企業の視点 

 
 
 
 
 
 

企業や商取引等の⼀定以上の集積、ビジネスの成⻑性 ・⽇本の⾸都圏という⼤きなマーケットの存在。
・⾼次の業務機能は東京に⼀極集中。

ビジネスの容易性 ・国家戦略特区・国際戦略総合特区・特定都市再⽣緊急整備地域指定による規制緩和を活⽤したビジネス展開が可能。

⼈材プール、関連サポート産業の集積 ・ライフイノベーションやバイオ関連の研究が進められる京浜臨海地域との近接し、周辺には、各種⼤学が存在。
・「機能集約型」（会議センター・展⽰ホール・ホテルなどの機能が集積した施設）のパシフィコ横浜が存在

家族及び従業員にとっての良好な⽣活環境 ・コンパクトなエリアに多様な都市機能が集積し、職・住・遊が近接する環境。 
・安⼼・安全な⽣活環境（外国⼈向けの⽣活環境整備については不⾜） 

ビジネス環境、政治・経済・災害リスク ・⽻⽥国際空港から 30 分でアクセス可能。
・地震・⽔害等への防災対策の必要性。

 
観光客の視点 

 
 
 
 
 
 

⽂化的魅⼒や体験の機会 ・港町の異国情緒あるまちなみや、港町を象徴するランドマークや夜景の存在。 
・特徴的で魅⼒⾼い界隈の存在。

安全 ・海外諸国に⽐べて、治安がよい。安⼼・安全。

観光スポットの充実（観光施設、⽂化施設等） 
・国内における横浜としての⾼い都市ブランド⼒や港の存在。 
・観光施設の充実。（⾚レンガ倉庫、歴史的建造物など） 
・海外からの旅⾏者を呼び込む魅⼒づくりや受⼊環境、情報発信の不⾜。 

⼀定⽔準以上の宿泊施設 ・⼀定の質を確保した宿泊環境の整備。
・宿泊室数の慢性的な飽和状況であり、最⾼級ホテルについては、東京に集中。 

⾷事の選択肢や値段等 ・多様なニーズに対応可能な飲⾷店街の存在。

ショッピング環境（値段や魅⼒等） ・多様な品々が集まるショッピングモールや、こだわりをもった商店街等の存在。 
・営業時間が短い。

観光スポットへのアクセスの良さ（所要時間等） ・みなとみらい線やあかいくつといった、誰もが利⽤しやすい交通⼿段の存在。 
・⽔際線に⾄る交通⼿段の不⾜。

 
⽣活者 

（就業者・居住者）の視点 
 
 
 
 
 

就業環境（賃⾦、雇⽤機会等） ・仕事場と住まいが近く、雇⽤機会も郊外部に⽐べ多い。
余暇活動 ・市⺠活動やスポーツ等、多様な余暇活動ができる場所が充実。 

⽣活環境（住環境などの⽇常⽣活のしやすさ等） ・東京に⽐べて住まいは広く、⽣活環境が充実。
・待機児童対策が取り組まれている。

購買環境価（物価、商品の得やすさ等) ・⽣活環境が充実しており、ショッピングできる場所も近い。 
・安くて優良な⽣活⽤品が売っている商店街がある。

教育環境 
・企業の展⽰館などの学ぶ場の充実。
・多様な課外活動への参加可能な⽴地（アーティスト・クリエイターによる教育活動、環境教育等） 
・教育施設の不⾜

安全・安⼼（治安・医療の充実） ・安全・安⼼に暮らせる。
 

アーティスト・ 
クリエーターの視点 

 
 
 
 
 
 

⽂化的刺激 ・港町独特の⽂化や⾃然環境。
・港を舞台とした、様々なイベントの開催、同業者・異業者との多様な交流機会。 

アーティスト・クリエーターの集積 ・多種多様の同業者がいる。
起業のしやすさ ・アーティスト・クリエーターへの⽀援プログラムやインキュベーション施設が存在。 

ビジネスを継続するマーケットの存在 ・仕事が少ない
・港で開催されるイベントに様々な顧客が集まるが、⼗分に開拓されていない状況。 

創作環境（スタジオ、アトリエ賃料、広さなど） ・東京の都⼼に⽐べ、賃料が安く広い製作活動場所を確保可能。 
⽇常⽣活の環境（住みやすさ） ・東京の都⼼に⽐べ、賃料が安く広い住宅を確保可能。

 

 ３. 都心臨海部の現状                                                                  

幅広い都市のユーザーから⾒て、都⼼臨海部は魅⼒ある市街地として、現在も機能していますが、 

国際的な都市間競争の中で、将来に渡って「選ばれる都市」となるため、強みのより⼀層の強化と弱みの克服に向けたまちづくりを展開する必要があります。 
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■ 都心臨海部の将来像 

 

 

  

「世界」から「都市のユーザー」まで、幅広い視点から都⼼臨海部を捉える中で、これからの都⼼臨海部が⽬指すべき将来像を、以下のように定めます。 

 

  

横浜ブランドが集積する国内外への発信地 

横浜市⺠の誇り・愛着として、開港以来横浜に息づいてき
た⽂化・歴史をはじめとする質の⾼い「横浜ブランド」を
未来に伝えると共に、美しい港に⾯した豊かな都市環境の
中で、それをより⼀層⾼め、国内外の多⽅⾯に発信してい
きます。 
 

横浜の成⻑エンジン 

クリエイティブ・イノベーションを⽣み・育む舞台 夢を実現できる場所 

世界と繋がる国際交流の場 

 ４. 都心臨海部強化に向けた考え方                                                            

 

横浜経済を担う業務・商業機能の集積地であると共に、環
境未来都市、国際戦略総合特区、特定都市再⽣緊急整備地
域、グローバル MICE 戦略都市など、複数の国家戦略プロ
ジェクトの指定される都⼼臨海部は、国際⽔準の先進的な
まちづくりに取り組み、横浜の更なる成⻑を牽引します。 

芸術の持つ創造性を⽣かしたまちづくり「創造都市」の活
動の中⼼を担う都⼼臨海部は、アーティスト・クリエータ
ーの集積地として、また、京浜臨海地域の隣接地として、
新しい産業・⽂化を⽣み出し、また、それを育む中で、横
浜の新しい価値を⽣み出していきます。 

様々な都市環境が整備されている都⼼臨海部は、⽂化・芸
術・スポーツなど、夢や⽬標を持って活動する⼈々にとっ
て、それを「育てる場所」と「かなえる場所」の両⽅を⽣
み出し、横浜への愛着を持って、⻑く居続けられる場所と
していきます。 

⽻⽥空港からのアクセス性が⾼く、また、世界の港と結ば
れる横浜港を有し、⽇本トップクラスの MICE 機能が集積
する都⼼臨海部は、国内外の多様な⼈々が訪れ、働き、遊
び、暮らす中で、世界との繋がりを育み、横浜の国際交流
を更に推進していきます。 

【2050 年における将来像】  横浜が⽬的地となる新しい都⼼  

【 ⽬ 標 】 

都市総合⼒ランキング※1 10 位以内 （2012 年時点では 32 位相当） （出典）※1：森記念財団世界都市総合⼒ランキング 

※出典８ 

〜みなと交流軸の形成と 5 地区連携による 
都⼼臨海部を中⼼とした新しい横浜ライフの実現〜 

※出典３

※出典２ ※出典９ ※出典９ ※出典２
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都⼼機能として「国際ビジネス・MICE」、「⽂化芸術・創造都市」、「観光・エンターテイメント」の 3
つの機能を「みなと交流軸」や地区の結節点において、重点的に強化・拡充を図ると共に、それらを⽀え
る「回遊性の向上」や「環境づくりの充実」などに取り組みます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

■ 将来像の実現に向けた基本戦略 

 

 

 

 

 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 将来像の実現に向けた 5 つの施策 

 
 
 
 
 
 
 

 ４. 都心臨海部強化に向けた考え方                                                            

 

施策③  
世界に誇れる次世代の環境づくり 

施策②  
機能連携を強化する回遊性づくり 

■回遊性を⾼めるネットワークの 
強化（都⼼臨海部全体、地区レベル）

施策①  
都⼼臨海部の魅⼒増幅 

■まちづくりを牽引する新たな魅⼒づくり 
■都市活動の担い⼿が集まる場づくり 
■横浜のブランド⼒を⾼め・発信する 

都市デザインや街並み・景観づくり  

■海を意識した⽔・緑・⾵の環境づくり
■最先端環境技術等の導⼊による 

環境負荷低減 

施策⑤  
市⺠参加による持続的な価値と 

コミュニティづくり 
 

施策④ 
都⼼の活動を⽀える 
安全・安⼼づくり 

■横浜経済の中⼼地としての 
防災・減災の取り組みの多重化 

■市⺠参加によるｴﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの 
展開と都⼼臨海部ならではの 
コミュニティづくり 

凡例（概ねの位置を示す）  

：みなと交流軸     ：都心エリア     ：結節点 

＜みなと交流軸の形成と 5 地区の連携による機能配置イメージ＞ 

 

 

 

 

  

みなと交流軸の形成 

宿泊 

0 0.5 1km 

 

 

 

 

 

ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ 

中枢業務 

広域商業 

国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ 

拠点 

広域ターミナル 

MICE 

拠点 

行政機能 

中枢業務 

商業 

アート 

デザイン成長産業 

スポーツ 

健康 

個性ある商店街 

歴史・文化・芸術 

観光 

 

ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ 

 

交流 

ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ 

ｽﾎﾟｰﾂ 

瑞穂 

ふ頭地区 

居住 

居住 

 
教育 知的交流 

 

医療 健康 居住 

環 境 づ く り の 充 実 

＜戦略的なまちづくりのイメージ＞ 

   

国際ビジネス・MICE ⽂化芸術・創造都市 観光・ｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ 

 外国⼈が嗜好する職住遊近接
型のビジネス・⽣活環境整備
の推進による国際企業の⽴地
促進 
 

 国際会議等の開催による「横
浜ブランド」の国内外への発
信⼒強化 

 
 展⽰会や会議開催件数の増加

によるビジネス機会の創出 

 ⽂化芸術の国内外への発信 
 
 プロのアーティストの質の

⾼い公演などを⾝近に触れ
ることで様々な⽂化芸術活
動を活性化 

 
 ⾃⽴し・成⻑するビジネスと

しての、創造的活動を促進 

 国内需要だけでなく、インバ
ウンドの拡充に向けた外国⼈
観光客の更なる呼び込み 

 
 平⽇・休⽇共に、楽しめる個

性的で質の⾼い界隈を形成
し、来街者の増加や消費単価
の向上、滞在時間の延⻑によ
る地域経済の活性化 

回 遊 性 の 向 上 
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